
131



132



133



134



135



136



137



138



139



140



141



142



143



144



145



146



147



148



149



150



151



152



153



154



155



156



157



158



159



160



161



162



163



164



165



166



167



168



道徳の観点 所 見 研究会 調査研究委員会

1 道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面
的・多角的に考え、人間としての生き方について考えを深めることができる内容になっていること。

道徳科の目標達成に資する内容になっている。 〇 ○

2 各教科等で行う道徳教育や「第２次福岡市教育振興基本計画」を補ったり、深めたり、捉え直したり
発展させたりすることができる内容になっていること。

各教科で行う道徳教育や「福岡スタンダード」を補充・深化・統合できる内容になってい
る。

〇 ○

3 学んだ道徳的価値に照らして自分の生活や考えを振り返り、自らの成長を実感したり、これからの課
題や目標を見付けたりすることができるような内容になっていること。

考えようで人間としての生き方について考え、巻末に学期ごとの記録用紙があり、生徒が
自らの成長を実感できるようなされている。

◎ ◎

4 道徳的価値について自分との関わりで考え、感じたことをまとめ、発表し合ったり、討論などにより
考え方、感じ方の異なる人の考えに接し、協働的に議論したりできる内容になっていること。

深めようで、自分の考えや立場を視覚化させるようにし、それをもとに互いの考え考えを
出しやすいように話し合う方法を例示している。

◎ ◎

5 生きる上で出会う様々な道徳上の問題や課題を多面的・多角的に考え、主体的に判断し実行し、より
よく生きていくための資質・能力を養う学習ができる内容になっていること。

生徒が自分との関わりで広い視野から多面的・多角的な判断をするための資料や補助教材
が掲載されている。

〇 ○

6
体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考えを深めることができる
ような内容になっていること。特に、「第２次福岡市教育振興基本計画」に示されている「共育」の
観点から、家庭・地域・企業と連携した学習が効果的に実施できるような内容になっていること。

学校や家庭・地域で体験する内容を取り扱っている。 〇 ○

7

情報モラル、自然環境保全、生命や人権、性的マイノリティなどの身近な社会的課題を自分との関係
において考え、それらの解決に向けて取り組もうとする意欲と態度を育成することができるような内
容であること。その際、多様な見方や考え方のできる事柄について、特定の見方や考え方に偏った指
導を行うことのない内容になっていること。

扱われる課題については偏りがなく、身近な社会的課題について考えられる内容になって
いる。

〇 ○

8

生命の尊重、人格の尊重、基本的人権の尊重、思いやりの心などの根底を貫く国境や文化なども超え
た普遍的な精神である人間尊重の精神にかなうものであって、悩みや葛藤等の心の揺れ、人間関係の
理解等の課題も含め、深く考えることができ、人間としてよりよく生きる喜びや勇気を与えられる内
容になっていること。また、いじめ問題について深く考えることができるような内容になっているこ
と。

いじめ問題について直接的・間接的に考えられる内容項目の教材を年間通して配置するな
ど、人権問題・いじめ問題について深く考える内容になっている。

〇 ○

□道徳の観点 教科書会社名（ 学研 ）
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